






A Research on the Caries Activity 2nd Report 
On the relationship between the Cariostat
and many factors in a area
MARIKO YOSHIKAWA AKEMI NAGANO MINORU SUZUKI








































































































記 パ　　ン そば（乾めん・ねぎ｝ ごはん
入 マーガリン つけもの（きゅうり｝ みそ汁｛とうふ）


































入 ガム（4枚 カルピス（1杯） ジヤムパン（1個）



































































































































































D F1 巨 F B1 B2 B3 B
φ 0，4010，888 0，675 1，062 0，49302000，1180，244
Caφ2 0，160，7740，4561，12802430，040 0，014 0，060
θ2 0，0530，2630，1520．376・0，2430ρ130，0050，020
・f：φ一フ・イ係数　ザー平均二乗関連係数
　　　θ2（Cr）一クラマーの離係数（C．am。r・s　c。。ffi。i。nt。f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　contingency）
　またCariontatと，　d歯率においてはθ2は0．053
であった．
　図11に示したCaries　Activity　Testとd歯率と
の関連においては，Cariostat一の者のうちd歯率
0～9．99％の者の割合が最も多く，Cariostat＋，
＋，帯にいくに従って減少する．このことは
Caries　Activityが低いほど麟歯率が低いことを
意味する．
　図12－1に示したCaries　Activity　Testと食事
におけるSugar摂取頻度との関連においては，
Cariostat一の者のうちSugar摂取頻度1／7
－一　6／7回の者の割合とCariostat＋の者のうち
Sugar摂取頻度1／7～6／7回の者の割合が
100％を示し，Cariostat＋，帯といくに従って減
少する．また，Sugar摂取頻度13／7～18／7回の
者と19／7～24／7回の者はCariostat帯の例しか
みられない．
　図12－2に示したCaries　Activity　Testと間食
におけるSugar摂取頻度との関連においては，
Cariostat一の者のうちSugar摂取頻度1／7～
6／7回の者の割合が最も多く，Cariostat＋，＋，
帯にいくに従って減少する．
　図12－3に示したCaries　Activity　Testと1日
のSugar摂取頻度を総合的に表したものとの関
連においては，Cariostat一の者のうちSugar摂
取頻度1／7～6／7回の者の割合が多く，Car・
iostat＋で減少し，　Cariostat十，十ではみられな
い．また，Cariostat帯の者のうちSugar摂取頻度
31／7　一一36／7回の者の割合が多く，Cariostat＋
で減少し，＋，一の例ではみられない．Caries
Activityの高い者においてSugar摂取頻度が多
くSugarと麟蝕との相関性はないが関連性があ
ることが判った．
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　図13－1に示したCaries　Activity　Testと
Brushing（Question　1）との関連においては，
Cariostat一と＋の者のうち磨いている者の割合
がCariostat＋と帯の割合と比較して多い．また，
Cariostat－，＋の者のうちあまり磨かない者の割
合が，Cariostat＋と帯の割合に比較して少ない．
　図13－2に示したCaries　Activity　Testと
Brushing（Question　2）との関連においては，
Cariostat一の者のうち毎食後磨く者の割合が最
も多く，Cariostat＋，＋，冊にいくに従って減少
する．
　図13－3に示したCaries　Activity　Testと
Brushing（Question　3）との関連においては，
Cariostat一と＋の者のうち1分磨く者の割合が
Cariostat＋と帯の割合と比較して少ない．
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　図13－4に示したCaries　Activity　Testと
Brushingの状態を総合的に表したものとの関連
においては，Cariostat一の者のうち5pointの者
の割合が最も多く，Carionstat＋，＋，帯にいくに
従って減少する．
4．考案並びに総括
　朝日小学校における調査の結果，この地区が全
国平均18）よりはるかに顧蝕の罹患率が高く，この
原因はCaries　Activityが活発で，　Sugar摂取頻度
が多く，Brushing状況が悪いためと思：われる．こ
のことはKeyesの麟蝕の二つの要因を大きく満
たし いると思われる．
　麟蝕活動性は，Keyes7）・s）の三大要因が重なった
時にはじめて現れるものである。この三大要因は
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細菌，歯牙，食事でありこれらの因子は，先天的
因子，遺伝的因子，後天的因子さらに社会環境，
家庭環境が加わった状態によって変化する。この
ことをふまえて，麟蝕活動性試験を臨床面により
広く利用し，疫学及び患者教育にも応用すれば，
麟蝕の予防により役立つのではないかと思われ
る。
　さて今回の実験を通してCariostatとSugar
摂取頻度とBrushing状態に有意的な関連性を見
出し得たのは，調査時期直前の口腔衛生に関する
学校教育と，それに答えていただいたクラス担任
の先生方の協力的なお骨折による調査表の正確な
記載徹底による事と，298例の多くの被検者の資料
が得られた事にあると思う．
　口腔衛生教育のうちBrushing方法については
色々研究されているが，その実施ということにな
ると日常なれすぎている為にとかくその重要さが
見おとされ，目に見える変化が実感されないため
になおざりにされがちである．子供の時から習慣
づける以外にこれを実用化し定着させる方法はな
いと考えられる．
　環境が人を創るという言葉があるが，ロ腔衛生
の指導によって麟蝕病因論にかなったより良い環
境をつくることができ，麟蝕を防ぎ，健全なる歯
牙を保ち得る事と思われる．
　今後の口腔衛生指導としては，学校における口
腔衛生教育及び両親の家庭口腔衛生教育をしない
限り，おそらくCariesやCaries　Activityのデー
松本歯学　9（2）1983
タが好転することはあり得ないと思われる．
5．結 論
　6～12歳の児童298名について，Caries　Activity
Testの判定結果とアンケートによる食事，刷掃状
態調査及び口腔内診査との関係を検討し次の所見
を得た．
1）Cariostatによる睡蝕活動性度と麟蝕罹患歯
率（d歯率）との間には，やや関連性（θ2＝0，053）
が見られた．
2）Cariostatによる麟蝕活動性度と食事におけ
るSugar摂取頻度との間には，かなり関連性（θ2＝
0．263）が見られた．
　また，間食におけるSugar摂取頻度との間に
は，同様にかなり関連性（θ2＝0．152）が見られた．
　さらに，1日のSugar摂取頻度との間には，今
回の調査中最も高い値の関連性（θ2＝0．376）が見
られた．
3）Cariostatによる麟蝕活動性度とBrushing
状態との間には，Brushingの有無についてはかな
り関連性（θ2＝0．243）が見られたが，刷掃の時間
と時期的関係と総合的Brushing状態については
ほとんど関連性は見られなかった．
　Keyesが述べている三大主要因子について考
えてみると，今回の調査結果から，麟蝕活動性と
歯を取り巻く環境についての関連性を検討するこ
とができたが，歯質との関係については今回は調
査しえなかった．しかし麟蝕の原因，活動，進行
に関しては歯質の個体差についても考慮する必要
が十分あるため今後この事柄について検討してい
きたいと思う．
　稿を終るに当り種々御便宣を賜わった朝日村村
長三村孝道氏，朝日小学校校長小岩井甲子雄先生，
また御協力を下さった校医上条秀子先生始め朝日
小学校諸先生に深堪なる謝意を表します．
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